
一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
午
前

九
時
に
つ
ど
え
～
る
を
出
発
。

備
前
市
日
生
町
を
経
由
し
て
、

日
本
最
古
の
庶
民
学
校
・
旧
閑

谷
学
校
へ
は
午
前
十
時
半
頃
に

到
着
し
た
。
参
加
者
は
１
７
０

１
年
に
建
て
ら
れ
た
講
堂
を
見

学
し
「
風
格
の
あ
る
立
派
な
建

物
で
す
ね
」
。
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
二
本
の
楷
の
木
の
大

き
さ
に
驚
き
な
が
ら
「
秋
に
は

紅
葉
を
見
に
来
た
い
」
な
ど
と

会
話
を
弾
ま
せ
た
。

そ
の
後
、
和
気
町
の
藤
ま
つ

り
会
場
へ
移
動
し
て
昼
食
。
こ

の
日
は
約
百
種
類
の
フ
ジ
が
ち

ょ
う
ど
満
開
で
、
全
長
５
０
０

ｍ
の
フ
ジ
棚
を
個
々
に
散
策
し

な
が
ら
「
素
晴
ら
し
い
。
参
加

し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
、
美

し
さ
を
堪
能
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
は
綾
小
路
き

み
ま
ろ
の
Ｃ
Ｄ
を
聞
い
た
り
、

ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
全
員
集
合

四
十
周
年
記
念
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

な
が
ら
、
午
後
四
時
に
つ
ど
え

～
る
へ
戻
っ
た
。

「
光
る
汗

心
を
一
つ
に

チ

ー
ム
で
勝
ち
と
る
優
勝
旗
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
井
原
小
学

校
運
動
会
が
五
月
二
十
五
日
に

開
か
れ
た
。

同
月
二
十
三
日
の
井
原
町
大

運
動
会
が
雨
天
中
止
と
な
り
、

こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
四
色
対

抗
リ
レ
ー
や
一
輪
車
・
竹
馬
競

争
、
地
区
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
学

校
関
係
の
演
技
だ
け
。
そ
れ
で

も
し
っ
か
り
練
習
を
積
ん
だ
子

供
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
家

族
ら
の
声
援
に
笑
顔
で
こ
た
え

て
い
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
は
五
月
十

四
日
、
事
業
主
が
他
地
区
に
居

住
し
、
倉
掛
地
内
で
営
業
活
動

を
行
っ
て
い
る
店
舗
や
事
務
所

な
ど
約
五
十
カ
所
を
回
り
、
自

治
会
費
の
拠
出
を
要
請
。
本
年

度
も
す
べ
て
の
事
業
所
か
ら
協

力
を
得
た
。

井
原
地
区
民
を
対
象
と
し
た

不
燃
性
粗
大
ゴ
ミ
回
収
が
四
月

二
十
五
日
、
井
原
小
学
校

校
庭
で
午
前
八
時
か
ら
同

九
時
三
十
分
ま
で
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
井
原
市
が
平

成
十
五
年
か
ら
各
地
区
ご

と
に
年
一
回
実
施
し
て
い

る
環
境
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

で
、
今
年
も
回
収
量
は
例

年
並
み
だ
っ
た
。

指
定
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
自

転
車
を
は
じ
め
、
ス
ト
ー

ブ
や
ス
テ
レ
オ
、
灯
油
ポ
リ
容

器
な
ど
二
十
品
目
に
限
定
。
各

自
治
連
合
会
役
員
ら
は
実
物
と

搬
入
申
請
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

上
で
車
か
ら
下
ろ
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
の
コ
ン
テ
ナ
へ
手
早

く
積
み
込
ん
で
い
た
。

倉
掛
地
区
全
域
で
実
施
さ
れ

た
溝
掃
除
の
土
砂
回
収
が
六
月

六
日
、
自
治
連
合
会
役
員
ら
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

Ｐ
Ｐ
土
の
う
袋
が
処
分
場
へ

持
ち
込
め
な
い
た
め
、
昨
年
か

ら
土
砂
を
袋
へ
入
れ
た
ま
ま
ダ

ン
プ
カ
ー
へ
載
せ
、
中
身
を
取

り
出
し
搬
送
し
て
い
る
。
手
間

は
掛
か
る
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
三

台
に
よ
る
回
収
は
効
率
よ
く
進

み
、
か
つ
て
二
台
の
ダ
ン
プ
カ

ー
で
回
っ
て
い
た
頃
よ
り
も
作

業
時
間
は
短
縮
し
た
。

有
効
期
限
切
れ
消
火
器
の
薬

剤
交
換
も
同
日
行
わ
れ
、
自
治

会
所
有
分
十
四
本
と
一
般
家
庭

か
ら
申
込
の
あ
っ
た
二
本
が
担

当
の
自
治
連
合
会
三
嶋
消
防
部

長
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
ま
と

め
て
専
門
業
者
に
委
託
し
た
。

第
３
部
消
防
団
（
三
宅
一
正

部
長
）
は
、
倉
掛
と
夏
目
に
あ

る
四
カ
所
の
暗
渠
清
掃
と
道
路

に
点
在
す
る
消
火
栓
へ
黄
色
の

塗
料
を
施
し
た
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 倉 橋 一 郎

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
あ
す
は
（
田
原
耕
太
郎
代

表
）
が
五
月
十
日
、
岡
山
県
東
部
を
回
る
日
帰
り
お
楽
し
み
旅

行
を
実
施
し
、
会
員
二
十
八
人
が
参
加
し
た
。

粗大ゴミ回収

旧
閑
谷
学
校
も
見
学

全国の藤が咲き競う公園の美しさに思わず笑顔の参加者＝和気町藤まつり会場

サロンあすは

全
事
業
所
が
協
力

自
治
会
費
集
金

井小ＰＴＡ

井
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、

厚
生
部
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
ベ
ル
マ
ー
ク
を
収
集
中
。

こ
の
収
益
は
子
供
た
ち
の
学

校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

学
区
住
民
へ
広
く
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
る
も
の
。

回
収
箱
は
井
原
小
学
校
以
外

に
ハ
ロ
ー
ズ
井
原
店
の
カ
ウ
ン

タ
ー
、
井
原
市
民
病
院
、
井
原

公
民
館
、
井
原
図
書
館
、
は
っ

ぴ
い
ひ
ろ
ば
・
と
ま
と
さ
ん
家

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

自治連合会の松井さんと山岡さん



倉
掛
少
年
団
春
季
資
源
回
収

が
五
月
三
十
日
、
カ
タ
オ
カ
駐

車
場
を
借
り
て
行
わ
れ
た
。

午
前
八
時
に
集
合
し
た
団
員

と
育
成
会
員
約
四
十
人
を
前
に

川
上
泰
宏
育
成
会
長
が
「
交
通

事
故
等
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
と
注
意
と
説
明
を

行
い
作
業
に
入
っ
た
。

こ
の
日
は
自
治
連
合
会
役
員

や
少
年
団
Ｏ
Ｂ
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
約
十
人
も
加
わ
り
、
軽
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
で
各
戸
か
ら
出
さ
れ

た
古
新
聞
や
古
雑
誌
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
な
ど
を
回
収
。
そ
れ
ぞ
れ

分
類
し
な
が
ら
業
者
の
コ
ン
テ

ナ
に
積
み
込
ん
だ
。

井
原
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
が
五
月
三
十
日
、
井
原
小
学

校
を
会
場
に
始
ま
り
、
開
会
式

で
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
倉
掛
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
同
好
会
監
督
に
就
任

し
た
細
羽
正
敏
監
督
が
力
強
く

選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

倉
掛
対
新
町
の
試
合
は
午
前

十
一
時
過
ぎ
に
プ
レ
ー
ボ
ー

ル
。
後
攻
を
と
っ
た
倉
掛
の
ピ

ッ
チ
ャ
ー
は
ベ
テ
ラ
ン
の
川
相

益
一
選
手
。

１
回
表
、
倉
掛
は
新
町
に
２

点
の
先
行
を
許
す
も
、
２
回
裏

に
黒
崎
英
夫
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
（
写
真
右
）
な
ど
で
４
点
を

奪
い
逆
転
。
３
回
裏
に
も
２
点

を
加
え
、
試
合
の
流
れ
を
引
き

寄
せ
た
。

終
盤
、
新
町
の
猛
反
撃
で
１

点
差
に
詰
め
寄
ら
れ
た
も
の
の

手
堅
く
守
り
、
７
対
６
で
逃
げ

切
っ
た
。
黒
崎
選
手
は
２
ホ
ー

マ
ー
を
含
む
３
打
数
３
安
打
、

５
打
点
と
活
躍
し
た
。

住
民
か
ら
「
暗
い
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
た
郷
社
足
次
山
神
社

境
内
の
南
へ
公
衆
街
路
灯
（
防

犯
灯
）
が
五
月
六
日
、
新
設
さ

れ
た
。

こ
れ
で
問
題
は
解
消
し
た
か

に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
「
光
が

樹
木
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
明
る
く

な
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
急

き
ょ
、
松
井
総
務
広
報
部
長

（
写
真
上
）
ら
自
治
連
合
会
役

員
が
六
月
六
日
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

や
梯
子
を
持
参
し
て
ク
ス
ノ
キ

二
本
の
枝
木
を
切
り
、
照
射
範

囲
を
広
げ
た
。

電
気
料
に
つ
い
て
は
、
自
治

連
合
会
の
山
本
勝
己
環
境
部
長

（
13
の
１
組
）
が
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な
っ
た
。
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6/20  井原学区少年団球技大会
6/22  NPOキホン講習会＆相談会

午後１時～（つどえ～る）
6/23  サロン交流会 ※左記参照
6/27  井原ソフトボールリーグ

倉掛－夏目 倉掛－ＶＩＰ
7/ 4  消防団第３部試運転日
7/10  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
7/11  井原ソフトボールリーグ

倉掛－猪清 倉掛－下町
7/17  自治連合会防犯パトロール
7/17～18 倉掛少年団キャンプ

中世夢が原（美星町）
7/20  ラジオ体操 7/20～8/1

午前6時30分～郷社
7/25  サロンあすは交流会

①健康講座
②北山ひまわり会お笑い公演

8/ 1  倉掛少年団・倉掛公園清掃
8/ 7  第36回井原夏まつり
8/ 8  井原市納涼花火大会
8/14  井原町盆踊り大会（井原小）

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■サロンあすは・ふれあい交流会

日時：平成22年6月23日 10：00～12：00

※ ボランティア集合は8：30

場所：市民活動センター（つどえ～る）

内容：介護のお話

マンドリン＆電子ピアノコンサート

講師：西田健太郎氏（ケアマネージャー）

山成千津子氏（やなせ ホーム長）

■小田川ホタル情報

倉掛裏の小田川でホタルが飛び交うピー

クは例年６月10日前後で今が見ごろ。蒸し

暑く感じる夜がたくさん飛ぶと言われてい

る。今年は上流でしゅんせつ工事が行われ

たものの「生息には影響していないように

思える」との声が一般的。

倉掛１２－２組

森兼

倉
掛
地
区
で
最
高
齢
だ
っ
た

12
の
２
組
森
兼
チ
ヨ
ノ
さ
ん
が

五
月
二
十
八
日
午
後
五
時
三
十

分
頃
、
亡
く
な
っ
た
。

チ
ヨ
ノ
さ
ん
は
明
治
四
十
年

五
月
二
十
一
日
生
ま
れ
の
１
０

３
歳
。
三
男
の
哲
男
さ
ん
靖
子

さ
ん
夫
妻
ら
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
た
。

か
つ
て
森
兼
さ
ん
の
住
ま
い

が
４
組
に
あ
っ
た
頃
に
近
所
だ

っ
た
男
性
は
「
手
芸
が
得
意
な

方
で
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
優
し

く
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
家
族
や
親
戚
の
深
い
愛

情
に
支
え
ら
れ
て
幸
福
な
人
生

を
送
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
た
。

打 氏 名 守備

１ 山岡秀男 ３塁

２ 田中利治 ２塁

３ 山元幸治 中堅

４ 西山津好 捕手

５ 谷 和政 １塁

６ 黒崎英夫 左翼

７ 塚村秀司 遊撃

８ 藤田裕司 右翼

９ 川相益一 投手

作業に精を出す少年団員ら＝５月30日カタオカ駐車場

黒
崎
選
手
５
打
点

自治連合会の活動分野は幅広い


